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１．国の動向

1. 日本成長戦略本部（令和7年11月4日閣議決定）のなかの日本成長戦略会議で、官民連携で

の危機管理投資・成長投資の促進する17分野の１つ（⑤航空・宇宙）に選定

2. 地域未来戦略本部（令和7年11月11日閣議決定）は、日本成長戦略会議で挙げた戦略分野

（17分野）を中心に、地域ごとに産業クラスターを戦略的に形成することを目的として設置

出典：日本成長戦略会議（第２回）資料 出典：地域未来戦略本部（第１回）資料
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日本成長戦略「（航空宇宙分野）空飛ぶクルマ・官民投資ロードマップ（素案）」 2026.3.10公表
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２．兵庫県地域分科会に期待すること

✓ 基礎自治体は、地域住民の生活実感に基づく課題把握

を最も正確に行える存在。社会実装の合意形成の鍵。

✓ 地域の特性を活かした空飛ぶクルマ利用の議論をより

きめ細やかに実施可能。また、地域住民の需要・不安

などを把握し、住民理解の深化・信頼感向上に寄与。

✓ 基礎自治体・民間事業者の“顔”が見えていることで、

より空飛ぶクルマを身近に（自分事として）考えてい

ただける機会を創出可能。

空飛ぶクルマの社会実装を後押し

【社会受容性の向上】

【産業基盤の構築】

✓ 地域分科会＝企業・大学・行政が集まり、地域産業づ

くりを行う土台

✓ 地域レベルでユースケース検討が進むと、産業の需

要・市場が創出。地域でのニーズが明確になり、地元

企業が参入する市場が形成。

⇒地域での産業クラスターの創出

✓ 社会実装され投資環境が整うことで、産業基盤づくり

が加速。

地域分科会は、空飛ぶクルマ産業の社会実装に不可欠であり、
地域産業基盤の構築に“効果的かつ現実的な手段”である。
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